
小山市・美田中学校区栃木県

令和３年度 人権教育研究推進事業 ＜人権教育総合推進地域事業＞

地域名
都道府県・
指定都市名

各組織の動き・役割等

校種間連携の
概要

別紙様式３－１

各校の教務主任による担当者部会を設置し連携を図った。「子どもの人権」については、子どもたちの自己肯定
感、他者尊重の意識の高揚を図るため、揃えるべき取組と独自性を発揮する取組を明確にした上で実践すること
とした。また、互いの取組を共有化する場を設け、自校化する機会とした。

地域との連携
の概要

子どもの人権、外国人、同和問題、ハンセン病患者等人権課題

栃木県教育委員会

小山市教育委員会

人権教育総合推進会議

人権教育担当者部会

一人ひとりが大切され、人権が尊重される地域づくり
～学校教育・社会教育両輪で進める地域に密着した人権教育～

○人権に配慮した環境（言語環境・学習環境（ＵＤ等）・雰囲気づくり
・子どもの人権：自己肯定感・他者尊重の精神の高揚

○各教科等における人権教育の指導の充実
・外国人の人権→道徳科：オリンピック等と関連させ国際理解・親善
・同和問題→社会科(小・中)：共感的理解を大切にした直接的指導の工夫
・ハンセン病患者→社会科(中)：ICT等を活用し実感を伴う指導の工夫
・子どもの人権→特別活動： (小・中)いじめゼロスローガンづくり

(中)即興劇で考えるいじめ問題
○学校行事等を活かした異世代交流・体験活動（田んぼの学校等）
○学校における人権教育の家庭・地域への発信（授業公開・人権だより等）

○保護者や地域住民を対象とした人権学習の機会提供
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小・中学校、ＰＴＡ、公民館、自治会、教育委員会の代表者で構成された人権教育総合推進会議において、学
校教育・社会教育における人権教育・啓発の連携の在り方について協議することとした。特にコロナ禍におけ
る保護者・地域住民への啓発について協議し、状況に応じた可能な形での実践につなげた。
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小山市人権キャラクター「つむりん」


